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サルビアねっと協議会代表理事から一言

（１） 今年度の振り返り
　「サルビアねっと」の稼働までには、多くの時間を費やし議論を重ねてまいりました。そして、医
療機関・介護事業者等の双方向での情報連携を実現した「サルビアねっと」は、将来の医療と介護を
支えるべくシステムとして稼働を果たすことができました。
　しかし運用開始当初は、登録申請を行った患者情報のシステム登録不備や、ネットワーク関連の
不具合によって、「サルビアねっと」の運用に支障をきたすようなこともありました。それでも、発
生するトラブルや困難に対して、協議会またその関係者が一丸となって解決に立ち向かった、そん
な1年間でありました。

（２） 令和２年度に向けた抱負
　鶴見区における基盤を拡充するため、新規参加施設確保と登録患者の増加に向けて、さらなるプ
ロモーションを行います。中には費用を支払ってまで参加に見合う価値があるのかという施設も
あります。しかし、「患者様のためにある」という理念を持って我々がこれまでやってきたことは、
実際の患者様や参加施設の声に表れているように決して無益なものではありません。これから参
加する施設に対して、なお一層の理解を深めていきたいと思っております。そのうえで、横浜市さ
らには市域を超えた近隣地域への展開も見据えております。
　また、この「サルビアねっと」の経営を安定的かつ継続可能な体制に変えていく必要があります。
そのためにも、令和２年度には協議会が自立して運営ができる施設数までの参加を目指します。

（３） これからのＥＨＲに期待すること
　今後も継続的に拡充していく「サルビアねっと」にしていくためには、日々多忙に追われる医師
や医療関係者が使い勝手の良いものでなければなりません。例えば、各施設に導入されている電子
カルテや医事システムなどと同一端末で動作するようにならないと、活用状況をあげることはで
きません。そういった各施設の声や要望を取り入れ、開発を進め、より良いシステムへと成長する
ことを期待しております。

済生会横浜市東部病院　院長

三角  隆彦

　本調査を通して、課題は＜システムに関すること＞、＜患者同意に関すること＞及び＜協議会運営に関する

こと＞に大別された。そのため、それぞれの観点から、課題の整理と課題解決に向けた方向性をまとめた。

４.考察

○医療と介護の連携により、地域全体が１つにつながる将来的に多くの可能性を含んだシステム。

➡医療機関同士が連携し、患者さんの医療情報・介護情報を共有することで正確な既往歴が把握でき、

診療方針の決定、薬剤の重複投与や二重検査の防止につながるだけでなく、医療機関と介護施設が連

携することで、円滑な退院支援やより充実したケアを提供できることが期待されている。

➡さらには、災害時における薬剤の適切処方や定期歯科健診を活用したフレイル改善といった部分へ

の期待も寄せられている。

○忙しい診療の合間にシステムを利用するという風土や仕組みがまだ構築されていない施設があ

る一方、電子カルテや既存システムとの連動により、使い勝手を改善し、利用頻度向上につなげて

いる施設もあった。

➡実際に利用し、価値を見出した医師、薬剤師、看護師等によるシステム利用勉強会や参加施設による

ユーザー会等を定期的に開催し、システム上でどのようなことができるのか、どのような利便性があ

るのかを感じていただく機会を多く設定。その中から、利用する風土・機運を高めていくことが必要。

➡システムの利用頻度を向上させるためにはどのような改善をしたらよいのかを考え、自施設の電子

カルテとの連動や既存システムとの連動により、利便性を向上させている事例があった。当初導入した

パッケージにとどまらず、使い勝手等の改善に向けて、ベンダー等と相談しながら、日々改良を加えて

いくことが参加施設の利用頻度向上につながる。

➡また、他施設に導入されている取組（自施設タブレットの活用等）を他の参加施設が知らないケース

もあったため、「カスタマーサポート」のような窓口が実際に現場へ出向き、利用方法や活用方法を直接

伝えるといった好事例の横展開を行っていけるような体制整備も必要。

○実際にシステムを利用してみないと分からないことがある。

➡システム稼働前に情報連携項目や職種による閲覧範囲といった利用に関するルールや画面レイアウ

トなどの使用を定めていたとしても、実際運用してみて修正が必要なことが発生する場合がままある。

➡システムの本稼働の際に試運転期間を設けられることが理想的だが、試運転期間が設けられない場

合であれば、まずは関係者による利用頻度を高め、利用していく中で使い勝手が悪い機能・不具合等の

集約（窓口を設ける等）を行い、機能改善を図っていくことが必要。

システムに関すること

○施設側が患者さんにサルビアねっとの説明をする時間を割くことが難しいとされる一方、患者同

意を得る際には、医師など医療従事者により、直接説明することが効果的。

➡説明時間が短縮されるよう、字の大きさやメリットの記載など効果的なチラシやパンフレットを作

成する必要がある。また、インターネットやアプリによる申し込みの機能の検討・活用も必要。

➡患者同意を多く得ている施設は、医師・歯科医師や薬剤師、看護師などの医療従事者が直接患者さん

に説明していることから、医療従事者の方に取り組みを理解してもらい、施設内の協力体制を構築する

ことも重要。

患者同意に関すること
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サルビアねっと協議会代表理事から一言
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　また、この「サルビアねっと」の経営を安定的かつ継続可能な体制に変えていく必要があります。
そのためにも、令和２年度には協議会が自立して運営ができる施設数までの参加を目指します。

（３） これからのＥＨＲに期待すること
　今後も継続的に拡充していく「サルビアねっと」にしていくためには、日々多忙に追われる医師
や医療関係者が使い勝手の良いものでなければなりません。例えば、各施設に導入されている電子
カルテや医事システムなどと同一端末で動作するようにならないと、活用状況をあげることはで
きません。そういった各施設の声や要望を取り入れ、開発を進め、より良いシステムへと成長する
ことを期待しております。
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○患者さんにとって、普段の診療情報の共有に加え、救急時や災害時に情報共有できることがメ

リットとなる。特に、救急時や災害時のメリットを患者さんに説明することにより、本取り組みの

価値が理解してもらいやすい。

➡患者さん自身にとって、どう役に立つのかイメージできないことも多いため、患者さんの疾患や家

族構成などを踏まえ、適切にメリットを説明し、加入してもらうことが重要。

➡説明の仕方などや家族で加入してもらうなどの工夫により、登録者を増やすことができる。

➡本取り組みはあくまでも、患者さんのためのものであるということが第一義的にあり、それを参加

施設全員で認識を合わせることが重要。そのためには、協議会理事会の開催方法や情報共有の方法を

工夫していくことが重要。

○この取り組みは「患者さんのためにある」という理念を参加施設全員で共有することができれば、

更なる連携につながる。

協議会運営に関すること

➡システムの機能向上や周知活動等、隣接区を含めた参加施設数を増やすための取り組みや住民向け

の説明会などを実施していくことが必要。また、住民が登録した後、「どのように活用されるのか」「どの

ようなメリットがあるのか」等をよりイメージいただけるような場を設けることも必要。

➡他地域の事例をみても、システム開始当初は同様の苦労を重ねているケースが多い。ただ、少しずつ

参加施設や登録者が集まり、途中から加速度的に利用頻度が向上したという例もあることから、先を見

据えた上で、キャンペーンなど地域一丸となって取り組めるような施策を検討していくことが必要。

○参加施設数が少ないため、サルビアねっとに登録する意味を感じられていない住民が多い可能性

がある一方、登録者数が少ないため、参加施設がシステムを利用しようとしても、利用できないと

いう状況に陥っている印象。また、参加施設による登録者の確保は一周してしまった状況であり、

何らかの機運の変化がない限り、新たな登録者の獲得は困難。

➡地域住民への周知に関し、協議会を中心に、広報活動を展開していく必要。住民へのプロモーション

としては、個人個人だけでなく大人数に対して説明・勧奨する機会を設けることや高齢者だけでなく

若者への理解促進としてSNSや企業検診の機会などを活用していくことが必要。広報活動をする上

では、行政と連携した活動（区や市のイベントでのブース設置等）を行うことも地域住民への周知には

効果的となる場合もあるため、検討していくことも必要。

○サルビアねっとの認知度がそこまで高まっていない。行政の協力が少ない印象。

➡反対に、理事などの主要メンバー以外は顔を合わせる機会が少ないため、ユーザ会などの参加施設

同士で顔が見える機会を設けることが必要であると考えられる。

○取り組みへの参加は、単にシステム上での繋がりを得るだけではなく、協議会が開催する理事会

や、委員会などの場で顔を合わせる機会があることを評価しているという声が聞かれた。

➡協議会内において、それぞれ役割をもった組織を編成し、地域の医療機関、地域の住民、等からの問い合

わせに対応できる体制を構築し、現場で生じている課題を集約し、即時対応を実現することが必要である

と考えられる。また、協議会の決定事項や会議資料などはメーリングリストやシステムのコミュニケー

ションツールの活用などにより、即時に参加施設と共有する仕組みを構築することが急務だといえる。

○事務局が少人数で運営されている場合、事務局の担当者が外出している際などに簡単に連絡をと

ることができないことや、委員会などで収集した現場の声を吸い上げ切れていないという弊害に

つながることが示唆された。

　本報告書作成にあたり、サルビアねっと協議会をはじめ、サルビアねっと参加施設の方々に多

大なるご協力をいただきました。ここに心から感謝の意を表します。

　特に、取材調査にあたり、サルビアねっと参加施設の方々におかれましては、年度末のご多忙の

ところ、取材を受けていただきました。改めて深く感謝いたします。

　横浜市においては、地域ごとの特性に応じて、横浜市内に複数のネットワークを構築し、それら

を相互接続することで市内全域での連携を目指しています。

　今後は、本報告書の内容を踏まえ、ICTを活用した地域医療情報連携ネットワークの構築及び市

内全域での連携を推進してまいります。

➡協議会運営を行うにあたり、他地域でシステム活用により創出された好事例などを共有してほしい

という声が聞かれた。事実上、地域での独立した協議会運営等は困難であるため、他地域で同様の取り

組みを行っている事業者によるコンサルティングが事実上必須である現状もあり、そのような事業者

より、他地域の取り組みを紹介するなど、地域にとどまらない好事例の展開を行っていくことが必要

であると考えられる。

○参加施設の間では、具体的なシステムの活用方法について、イメージがしづらいという声があり、

対策として協議会から、連携の具体例、情報の使用例などの提示をしてほしいという声があった。

➡参加施設拡大による施設利用料収入により、プロモーション関連費を確保することが必要であり、

ネットワークの新規構築を検討する段階から複数年で予算を組む必要がある。

○稼働当初の年度はキャンペーンなど盛んに行われ、参加施設や登録者を増やすための取り組みが

可能だったが、次年度は予算上、広報や人件費に回せず、施設へのプロモーションや患者へのプロ

モーションができず、伸び悩んだ。

５.謝辞
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リットとなる。特に、救急時や災害時のメリットを患者さんに説明することにより、本取り組みの

価値が理解してもらいやすい。

➡患者さん自身にとって、どう役に立つのかイメージできないことも多いため、患者さんの疾患や家

族構成などを踏まえ、適切にメリットを説明し、加入してもらうことが重要。

➡説明の仕方などや家族で加入してもらうなどの工夫により、登録者を増やすことができる。

➡本取り組みはあくまでも、患者さんのためのものであるということが第一義的にあり、それを参加

施設全員で認識を合わせることが重要。そのためには、協議会理事会の開催方法や情報共有の方法を

工夫していくことが重要。

○この取り組みは「患者さんのためにある」という理念を参加施設全員で共有することができれば、

更なる連携につながる。

協議会運営に関すること

➡システムの機能向上や周知活動等、隣接区を含めた参加施設数を増やすための取り組みや住民向け

の説明会などを実施していくことが必要。また、住民が登録した後、「どのように活用されるのか」「どの

ようなメリットがあるのか」等をよりイメージいただけるような場を設けることも必要。

➡他地域の事例をみても、システム開始当初は同様の苦労を重ねているケースが多い。ただ、少しずつ

参加施設や登録者が集まり、途中から加速度的に利用頻度が向上したという例もあることから、先を見

据えた上で、キャンペーンなど地域一丸となって取り組めるような施策を検討していくことが必要。

○参加施設数が少ないため、サルビアねっとに登録する意味を感じられていない住民が多い可能性

がある一方、登録者数が少ないため、参加施設がシステムを利用しようとしても、利用できないと

いう状況に陥っている印象。また、参加施設による登録者の確保は一周してしまった状況であり、

何らかの機運の変化がない限り、新たな登録者の獲得は困難。

➡地域住民への周知に関し、協議会を中心に、広報活動を展開していく必要。住民へのプロモーション

としては、個人個人だけでなく大人数に対して説明・勧奨する機会を設けることや高齢者だけでなく

若者への理解促進としてSNSや企業検診の機会などを活用していくことが必要。広報活動をする上

では、行政と連携した活動（区や市のイベントでのブース設置等）を行うことも地域住民への周知には

効果的となる場合もあるため、検討していくことも必要。

○サルビアねっとの認知度がそこまで高まっていない。行政の協力が少ない印象。

➡反対に、理事などの主要メンバー以外は顔を合わせる機会が少ないため、ユーザ会などの参加施設

同士で顔が見える機会を設けることが必要であると考えられる。

○取り組みへの参加は、単にシステム上での繋がりを得るだけではなく、協議会が開催する理事会

や、委員会などの場で顔を合わせる機会があることを評価しているという声が聞かれた。

➡協議会内において、それぞれ役割をもった組織を編成し、地域の医療機関、地域の住民、等からの問い合

わせに対応できる体制を構築し、現場で生じている課題を集約し、即時対応を実現することが必要である

と考えられる。また、協議会の決定事項や会議資料などはメーリングリストやシステムのコミュニケー

ションツールの活用などにより、即時に参加施設と共有する仕組みを構築することが急務だといえる。

○事務局が少人数で運営されている場合、事務局の担当者が外出している際などに簡単に連絡をと

ることができないことや、委員会などで収集した現場の声を吸い上げ切れていないという弊害に

つながることが示唆された。

　本報告書作成にあたり、サルビアねっと協議会をはじめ、サルビアねっと参加施設の方々に多

大なるご協力をいただきました。ここに心から感謝の意を表します。

　特に、取材調査にあたり、サルビアねっと参加施設の方々におかれましては、年度末のご多忙の

ところ、取材を受けていただきました。改めて深く感謝いたします。

　横浜市においては、地域ごとの特性に応じて、横浜市内に複数のネットワークを構築し、それら

を相互接続することで市内全域での連携を目指しています。

　今後は、本報告書の内容を踏まえ、ICTを活用した地域医療情報連携ネットワークの構築及び市

内全域での連携を推進してまいります。

➡協議会運営を行うにあたり、他地域でシステム活用により創出された好事例などを共有してほしい

という声が聞かれた。事実上、地域での独立した協議会運営等は困難であるため、他地域で同様の取り

組みを行っている事業者によるコンサルティングが事実上必須である現状もあり、そのような事業者

より、他地域の取り組みを紹介するなど、地域にとどまらない好事例の展開を行っていくことが必要

であると考えられる。

○参加施設の間では、具体的なシステムの活用方法について、イメージがしづらいという声があり、

対策として協議会から、連携の具体例、情報の使用例などの提示をしてほしいという声があった。

➡参加施設拡大による施設利用料収入により、プロモーション関連費を確保することが必要であり、

ネットワークの新規構築を検討する段階から複数年で予算を組む必要がある。

○稼働当初の年度はキャンペーンなど盛んに行われ、参加施設や登録者を増やすための取り組みが

可能だったが、次年度は予算上、広報や人件費に回せず、施設へのプロモーションや患者へのプロ

モーションができず、伸び悩んだ。

５.謝辞



37


